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６. お わ り に
　本研究結果より，学生が受持ち患児の母親とのかか
わりのなかで困惑した内容が明らかになった．学生は
母親とのかかわりに困惑しながらも，母親のおかれて
いる状況や思いに近づき，自分自身を内省することで
小児看護の特性や専門性についての学びも得ているこ
とが確認できた．教員は学生の母親理解が深まるよう
に意識的に学生にかかわり，体験を共有しながら具体
的な指導や助言をタイムリーに行い，学生が自信をも
って母親との関係を形成できるよう支援していくこと
が必要である．また，学生がいつも安心感をもって考
え，行動できるよう実習指導者との連携を図っていく
ことも重要である．今後は，学生が母親との関係形成
のために意識して行動していることに焦点をあて，具
体的な教育支援の方向性について検討していきたい．
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